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p(JL,)-広 戸 expトNJL,2/272〕, (1)
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<z n'J- `Trexp(P雲 1(?,,Jijiba･号)>J,
を計算する｡｡はレプリカを表わす｡了αの代 りに o?であればa LZ







･z n,I - TrP H <exp(Jり 塙 雪 (T)･S,a(I)dT)>J(リ )ー








でrcが決定される｡パラ相の局所帯磁率 xl｡Cの T依存性を無視した近似で払 xl｡C(T)∝
1/T(T-o)となるので必ず有限なrcが存在する.9-1/2で得られたT は,Isingの時の1C













KKY相互作用で結合 した系の計算機シミュレーションで実際にこれを示 した｡r- 0で1つ
のエネルギー極小状態で各スピンはランダムな方向にある｡これを反強磁性体の〝副格子の
N6el状態に対応させ,そこからのスピン波を求めた｡最も顕著な量子効果は,この N6el状態















E = -(吾,Jリ OLZO'了 A∑ oLx , Oiz=±1･乙 (5)





































































































E- ~ 2 i雲,Jリ･SL ● S ∫
なる Hamiltonianで,相互作用は
J･-Jo/(N-1)±7/挿こて
′l■′
リ
±の符号にランダムネスが入る｡物理量の配位平均が
満足のいく収束を示すまでランダムサンプリングを繰
り返す (サンプル数 300-8000)ため,系の大きさ
がⅣ ≦ 14までが現在のスーパーコンピュータでの実
用的な計算時間での限界となる｡
′ヽ′
まず基底エネルギーは,図1に示すようにJ｡-0で
-0.48±0.01という値をとることがわかった｡この
値は上の Hamiltonian(1)でXy成分を落とした Ising-
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